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 第５章 他都市からの視察対応                    

 

 地震発⽣当初は、災害からの復旧・復興に向けて全職員が⼀丸となり全⼒で取り組む

ことが最重要であったため、他都市からの⾏政視察については、まず、既に受け⼊れ予

定であった約２０件の視察について全てお断りし、地震発⽣後の申し込みについても、

本市当局の体制が確保できるまで、受け⼊れを⾒合わせることとした。 

 その後、復旧・復興に向けた取り組みを⾏う中で、被害状況や復旧・復興に向けた取

り組み、今回の地震から学んだ教訓等を全国に伝えるため、復興への第⼀歩として、平

成２８年７⽉中旬より視察の受け⼊れを再開した。 

 なお、地震の被害状況等に関する視察については、申込件数が多かったことから、平

成２８年度においては、受け⼊れを、原則、常任委員会及び特別委員会とし、座学によ

る説明と熊本城被害状況の現地視察に限定して対応を⾏った。 

※座学での説明は、復旧・復興を担当する部局が対応し、熊本城被害状況の現地視察に

ついては、観光ボランティアガイドを積極的に活⽤した。 

 

 視察受⼊件数（平成２８年７⽉２７⽇〜平成２９年３⽉３１⽇） 

  １３１件･･･うち地震の被害状況等に関する視察８３件 

 

 
観光ボランティアガイドによる熊本城被害状況説明



 
 

  


